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◆損益計算書 （単位：千円）

平成３０年度
（自平成３０年４月１日
至平成３１年３月３１日）

令和元年度
（自平成３１年４月１日
至令和２年３月３１日）

経常収益 ２，６６０，８６５ ２，５８０，６１７
　資金運用収益 ２，１６３，４５４ ２，１６１，５１６
　　貸出金利息 １，２９２，６８４ １，２７５，０８３
　　預け金利息 ８５，６７８ ８１，７７９
　　有価証券利息配当金 ７５８，６６２ ７７７，２６５
　　その他の受入利息 ２６，４２９ ２７，３８７
　役務取引等収益 ２６８，６８８ ２７８，９６１
　　受入為替手数料 １５０，６０４ １５６，６５９
　　その他の役務収益 １１８，０８４ １２２，３０２
　その他業務収益 １９７，２７３ １３０，４５１
　　外国為替売買益 １７４ ―
　　国債等債券売却益 １６５，１６０ １１４，６８５
　　その他の業務収益 ３１，９３８ １５，７６６
　その他経常収益 ３１，４４７ ９，６８８
　　貸倒引当金戻入益 ― ―
　　償却債権取立益 ２，１６９ １，８０１
　　株式等売却益 ― ２，０７９
　　その他の経常収益 ２９，２７７ ５，８０６
経常費用 ２，５５１，１７８ ２，４７５，９６６
　 資金調達費用 ２０，７５５ １９，６３６
　　　預金利息 １９，０９６ １８，３１４
　　　給付補填備金繰入額 １，２９６ ９５２
　　　その他の支払利息 ３６２ ３６９
　 役務取引等費用 ２０３，２６６ ２１２，１１９
　　　支払為替手数料 ５０，６６８ ４９，４８３
　　　その他の役務費用 １５２，５９８ １６２，６３６
　その他業務費用 ４２，９２６ １７，３４８
　　　外国為替売買損 ― ７２
　　　国債等債券売却損 ６，１９６ ２６７
　　　国債等債券償還損 ３６，６８８ １６，９８８
　　　その他の業務費用 ４２ ２１
　経費 ２，００３，５７５ １，９９４，９１１
　　人件費 １，２９７，１１１ １，２７８，３９６
　　物件費 ６７５，１２７ ６８３，５４７
　　税金 ３１，３３６ ３２，９６７
　その他経常費用 ２８０，６５４ ２３１，９５０
　　貸倒引当金繰入額 ２１６，２７４ ２０２，８４７
　　貸出金償却 ２８，３４６ ９，４８７
　　株式等売却損 ― ―
　　株式等償却 ― ―
　　その他資産償却 ２４ ３９
　　その他の経常費用 ３６，００９ １９，５７６
経常利益 １０９，６８６ １０４，６５１
特別利益 １，００１ １５
　固定資産処分益 ３ ―
　その他の特別利益 ９９７ １５
特別損失 ２，１０３ ５，６２９
　固定資産処分損 １，３１８ ５０４
　減損損失 ７８４ ５，１２４
税引前当期純利益 １０８，５８４ ９９，０３８
法人税、住民税及び事業税 ８５０ ７７０
法人税等調整額 △７，１９１ △１２，６３０
法人税等合計 △６，３４１ △１１，８６０
当期純利益 １１４，９２５ １１０，８９８
繰越金（当期首残高） △１７，３１９ ７６，６９０
土地再評価差額金取崩額 ― ３，３７３
当期未処分剰余金 ９７，６０６ １９０，９６１

（注）
１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
２．出資１口当たりの当期純利益金額７４円３２銭
３．その他の経常収益には、睡眠預金の整理金４，９５３千円を含んでおります。
４．その他の経常費用には、債権売却による損失３，２３５千円、及び偶発損失引

当金純繰入５，６８１千円を含んでおります。
５．当期において、以下の資産について減損損失を計上しております。

地　域 主な用途 種　類 減損損失（千円）
十日町市内 営業用店舗１ヶ所 土地 ２７９
糸魚川市内 営業用店舗１ヶ所 土地・建物 １８２
上越市内 営業用店舗１ヶ所 土地 ４，６６２

　営業用店舗については、営業店毎（但し大学前支店は全体に含める）に継
続的な収支の把握を行っていることから各営業店をそれぞれグルーピングの最
小単位としております。本部、厚生施設等については独立したキャッシュ・フロー
を生み出さないことから共用資産としております。
　営業利益減少によるキャッシュ・フローの低下及び継続的な地価の下落等に
より、資産グループ３カ所の帳簿価格を回収可能価格まで減額し、当該減少額
５，１２４千円を「減損損失」として特別損失に計上しております。
　なお、当該資産の回収可能額は正味売却価格により測定しており、「不動産
鑑定評価基準」（国土交通省　平成２６年５月１日改正）等に基づく評価額等を
基礎として評価しております。

◆剰余金処分計算書 （単位：円）

科　目
第９６期 第９７期

平成３１年３月末 令和２年３月末

当期未処分剰余金 ９７，６０６，５８１ １９０，９６１，７３３

利益準備金限度超過取崩額 １，４７８，５００ ６，０６３，５００

剰余金処分額 ２２，３９４，８２９ １４，８４３，５３６

　普通出資に対する配当金 ２２，３９４，８２９ １４，８４３，５３６

　特別積立金 － －

繰越金（当期末残高） ７６，６９０，２５２ １８２，１８１，６９７

◆会計監査人による監査
　平成３０年度、令和元年度の貸借対照表、損益計算書及び剰余金
処分計算書は、信用金庫法第３８条の２の規定に基づき、会計監査人
公認会計士　大原啓資氏の監査を受けております。

　令和元年度における貸借対照表、損益計算書及び剰余金処
分計算書（以下、「財務諸表」という。）の適正性、及び財務諸
表作成に係る内部監査の有効性を確認しております。

令和２年６月１９日

上越信用金庫
理事長　大 堀 芳 和


